
大域的文化システムの

再構成に関する資料学的研究

研究代表者　關　尾　史　郎

1．プロジ皐クト内容概略

本プロジェクトは，超域研究機構に所属する同名のプロジェクトと共同し

ながら，ユーラシアを舞台とした越境的・重層的な文化交流のメカニズムを，

出土資料や一次史料に依拠しながら解明することを目的として発足した。
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山内志朗
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白石典之
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高橋秀樹

（教授・東洋文化講座，超域研究機構兼務）

（教授・大学院現代社会文化研究科主担当，超域研究機構兼務）

（教授・地域基層文化講座，超域研究機構兼務）
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（教授－人間学講座，超域研究機構兼務）

（助教授・日本文化講座，超域研究機構兼務）

（助教授・環日本海社会環境論講座，超域研究機構兼務）

（助教授・環日本海社会環境論講座，超域研究機構兼務）

（助教授－ヨーロッパ文化講座，超域研究機構兼務）

3．プロジェクトの進捗状況

1）例会・シンポジウム

超域研究機構のプロジェクトと合同で，以下のような研究例会を開催し

た。

（丑　2004年7月27日

山内志朗「西洋13世紀における文化移入の問題」

（D　2004年9月27日
′

高橋秀樹「古代環地中海地域の東部における文化交流の一側面」
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③ 2 00 4 年1 1 月16 日

矢田俊文 ｢ 地震研究と 中世資料論+

④ 2 00 5 年 3 月 4 日

岩本篤志 (大学院現代社会文化研究科助手)

｢ 北朝階唐期の 貴石印章とその 用途 - ソ グ ド人 ･ ササ ン 朝と の 関係をめ

ぐっ て
-

+

(丑と② は
,

ヨ
ー ロ ッ パ 世界 の 成立 ･ 展 開に対する , 西 ア ジ アや 北 ア フリ カ の

文化的な影響を高く評価 し, ④は, 東ア ジア に及ん だ西 ア ジア , さらに は地中

海世界 に起源を有する 文化事例の 紹介で あ っ た｡ また⑨で は
, 中越地震をふ ま

えなが ら
, 資料と自然災害の 関係が論 じられた ｡ また こ れ以外に も, 以下の よ

うな シ ン ポ ジ ウ ム を共催 ･ 後 援 した ｡

⑤ 20 0 4 年10 月3 1 日

シ ン ポ ジウ ム ｢ 市町村合併と公文書保存+ (新潟史学会と共催)

⑥ 20 05 年 2 月
■
12 日

シ ン ポ ジウ ム ｢ 新潟県中越 地震か らの 文化遺産の 救 出と現状+ ( 人文学

部附属地域文化連携セ ン タ ー 主催)

原 直史 ｢新潟歴 史資料救済ネ ッ トワ
ー

ク の 取り組み+
■

G) ･ (釘とも, 研究の 素材と して の 資料の 保存 ･ 保護とそ の 現状に関わる シ ン

ポ ジウ ム で
,

とくに⑥で は, 我々 自身の 取り組み に つ い て報告を行 っ た｡

2 ) 学術論文な ど刊行物

① 開尾史郎 ･ 岩本篤志編

『新潟大学大域プロ ジ ェ ク ト研究資料叢刊6 ト ゥ ル フ ア ン出土｢ 五 胡+

時代漢文文書
p
俗字デ

ー

タ ベ ー ス』, 新潟大学超域研究機構 , 20 0 5 年 3

月 ｡

② 閲尾史郎編 『同上 7 中国西北地域出土鎮墓文集成 (棉)』, 新潟大学超

域研究機構,
200 5 年 3 月 ｡

③ 矢田俊文 ･ 相沢央編 『同上 4 新撰越後 国年代記』, 新潟大学超域研究

機構 , 20 0 5 年 3 月 ｡

④ 矢田俊文 ･ 福 原圭 一
･ 片桐明彦編 『同上 5 上杉家分 限帳

一 越 後 ･ 会
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津 ･ 米沢
-

』, 新潟大学超域研 究機構, 2 0 05 年 3 月 ｡

(彰 ･ ②は,
い わゆる シ ル ク ロ

ー ド沿線の 出土資料の 一

覧な ど工 具書であり,

まさ に ユ ー

ラ シア 規模で の越境的な文化交流研究 に基礎デ
ー

タを提供する成果

で ある ｡ また③ ･ ④は
, 中世 ･ 近世の 越後に 関わる 資料集で あり, 越後を中心

と した地域の 社会 ･ 文化 に関する 貴重 な成果で あ る ｡ ほ か に個別論文と して ,

以下 の 4 点がある ｡

⑤ 閲尾史郎 ｢ ト ゥ ル フ ア ン 将来, ｢ 五胡+ 時代契約文書簡介補訂
一

張伝璽

｢閑於香港新見 吐魯番契券的
- 些問題+ を読む -

+ , 『西北
.
出土 文献研

究』 第2 号 : 7 0 - 75 頁,
2 0 05 年3 月 ｡

(¢ 閲尾史郎 ｢窄彊 を め ぐる 断章
-

『吐 魯番出土 文書』 剤記 (1 2)
-

+

( 中) , 『資料学研究』 第2 号 : 左2 5 -3 6 頁,
20 05 年 3 月 ｡

⑦
.

矢田俊文 ｢ 近世前期 にお ける米沢藩 の 修史事業と山吉家+ , 『資料学研

究』 第2 号 : 1 -1 1 頁,
2 00 5 年 3 月 ｡

(叡 山内民博 ｢1 9 世紀朝鮮 の 盤 夫と盃 女
-

慶尚道安義県戸籍大帳の 分析か

ら -

+ , 『資料学研究』 第2 号 : 左1 - 2 4 頁,
2 00 5 年 3 月 ｡

* 大域 プ ロ ジ ェ ク ト研究資料叢刊の ① - (杏, お よ び(参 - (むが掲載さ れた

『資料学研究』 第2 号の 印刷 ･ 発行は
, 平成16 年度新潟大学研究プ ロ ジ ェ ク

ト推進経費 (助成研 究) によ っ て い る ｡

3 ) そ の 他

2 0 04 年10 月23 日 に発生 した新潟県中越地震 に際して は
, 本プロ ジ ェ ク ト

の テ ∵
マ の 一

部で もある 資料 の 保護と いう立場か ら, 矢田や 原を中心 に し

て
,

い ち早く積極的に関与する こと に な っ た｡ またそ の 関連の 学会 へ の 出

席 ･ 報告な どの 実績も残 して い る ｡ 引き続き こ の 問題 に つ い て は , 長期的

な視点に立 っ て 活動を行 っ て い き た い ｡
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